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道
路
・
交
通

公 園
用 水

教
育
・
文
化

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
市
は 

こ
の
踏
切
を
あ
か
ず
の
踏
切
と
認
識

し
て
い
る
の
か
。

　

渦
こ
れ
ま
で
抜
本
的
対
策
と
速
効

対
策
を
求
め
て
き
た
が
、
具
体
的
に

進
ん
だ
こ
と
は
何
か
。

市
長　

臼
都
の
踏
切
対
策
基
本
方
針

に
お
い
て
平
成　

年
度
ま
で
に
踏
切

３７

道
の
拡
幅
等
の
対
策
が
必
要
な
重
点

踏
切
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
か
ず
の
踏
切
と
し
て
の
位
置
づ
け

で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

　

渦
歩
行
者
や
自
転
車
等
の
安
全
対

策
と
し
て
都
が
平
成　

年　

月
に
踏

２６

１０

切
北
側
の
都
道
内
に
路
側
帯
及
び
カ

ラ
ー
舗
装
を
設
置
し
て
い
る
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
こ
の 

交
差
点
の
現
状
に
対
す
る
認
識
は
。

　

渦
信
号
無
視
を
防
ぐ
た
め
の
方
策

は
あ
る
か
。

市
長　

臼
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
入

口
な
ど
複
数
の
交
差
点
が
近
接
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
信
号
機

あ
か
ず
の
踏
切
小
平
駅
西
側
の

小
平
第
１
号
踏
切
の
抜
本
的
解
決
を

小
平
一
信
号
無
視
の
多
い
小
平
駅

南
口
交
差
点
の
信
号
機
の
改
善
を

が
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ

か
と
比
べ
、
待
機
時
間
が
長
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　

渦
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し
て

い
る
が
、
ほ
か
に
何
ら
か
の
対
策
が

で
き
な
い
か
、
引
き
続
き
、
小
平
警

察
署
と
検
討
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
小 

平
市
南
西
の
Ｂ
地
域
の
に
じ
バ
ス
延

伸
等
の
要
望
に
応
え
て
は
ど
う
か
。

　

渦
国
分
寺
市
と
の
乗
り
入
れ
協
議

の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
府
中
街
道
の
渋
滞
に
よ
り

定
時
性
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と

や
、
車
両
の
滞
留
場
所
等
に
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
延
伸
等
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
都
市
計
画
道
路

の
整
備
に
よ
り
環
境
の
大
き
な
変
化

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
進
捗
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

　

渦
具
体
的
な
相
互
乗
り
入
れ
な
ど

の
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
も
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
都
市 

計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

渦
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視

点
か
ら
全
市
的
な
検
討
の
場
を
つ
く

れ
な
い
か
。

市
長　

臼
都
市
の
骨
格
で
あ
り
、
社

会
的
に
重
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
や

機
能
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
都
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い

る
整
備
方
針
の
中
で
、
策
定
の
検
討

段
階
に
応
じ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

Ｂ
地
域
に
は
に
じ
バ
ス
と
コ
ミ
タ
ク

双
方
の
運
行
が
必
要
で
す

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は

全
市
的
な
議
論
が
必
要
で
は
な
い
か

を
実
施
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
が
行

わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検
討
の
中

で
、
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
小
川 

橋
の
整
備
工
事
に
よ
る
渋
滞
の
改
善

の
効
果
と
周
辺
住
民
へ
の
影
響
は
。

　

渦
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
３
号

線
周
辺
の
安
全
対
策
は

３
号
線
の
全
体
的
な
考
え
方
は
。

市
長　

臼
小
川
橋
交
差
点
を
中
心
と

し
た
渋
滞
が
解
消
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
周
辺
住
民
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
な
交
差
点
の
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
の
と
こ
ろ
、
優
先
整
備
路

線
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
次
期
整
備
方
針
の
検
討
の
中

で
都
を
中
心
に
適
切
に
対
応
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

滑
小
平
駅
南
口
交
差
点

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
学
校 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
よ
る
ふ

ぐ
あ
い
は
あ
る
か
。

　

渦
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
を
受

け
て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
か

え
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

臼
調
理
機
器
の
経
年
劣
化

等
に
よ
り
、
ま
れ
に
故
障
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
、
本
年
度
５
月
に
炊
飯

が
で
き
な
く
な
る
事
態
が
発
生
し
た
。

　

渦
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
適
し
て
い
る
と

判
断
し
た
場
合
は
、
民
間
の
資
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
具
体
的
な

内
容
や
事
業
範
囲
を
関
係
課
が
連
携

し
協
議
を
行
い
な
が
ら
定
め
て
い
く
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
が
ん 

の
教
育
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
が
ん
に
特
化
し
た
命
を
守
る
教

育
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

臼
小
・
中
学
校
の
保
健
分

野
の
授
業
に
お
い
て
、
が
ん
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
小
平
第
十
二

小
学
校
で
は
、
担
任
と
養
護
教
諭
が

連
携
し
て
、
が
ん
に
関
す
る
指
導
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

が
ん
の
教
育
の
積
極
的
な
推
進
を

行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　

渦
小
平
第
十
二
小
学
校
の
授
業
の

成
果
等
を
他
の
学
校
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
が
ん
の
教
育
総
合
支
援
事
業

の
モ
デ
ル
事
業
等
を
注
視
し
な
が
ら

指
導
方
法
等
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
思 

春
期
を
迎
え
た
児
童
・
生
徒
へ
の
当

事
者
団
体
に
よ
る
出
前
授
業
の
検
討

は
し
た
の
か
。

　

渦
市
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
相

談
で
き
る
相
談
窓
口
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
現
時
点
で
実
施
や
計
画

を
し
て
い
る
学
校
は
な
い
が
、
人
権

教
育
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
場
合

に
は
各
学
校
に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

市
長　

渦
発
達
過
程
の
子
ど
も
の
気

持
ち
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
よ
り
専

門
的
で
高
度
な
技
術
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
市
の
相
談
窓
口

で
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（ 
み 
な
）　

新
耐

※

震
基
準
以
降
に
建
て
ら
れ
た
小
・
中

再
び
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
も

生
き
生
き
で
き
る
ま
ち
へ

新
耐
震
基
準
以
降
に
建
て
ら
れ
た

小
・
中
学
校
の
耐
震
診
断
等
に
つ
い
て

学
校
施
設
で
も
耐
震
診
断
を
行
い
、

不
適
合
の
施
設
は
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
す
べ
き
だ
が
市
の
考
え
は
。

教
育
長　

新
耐
震
基
準
で
建
て
た
学

校
施
設
は
、
既
に
震
度
６
強
か
ら
７

程
度
の
大
地
震
に
対
し
一
定
の
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
は
旧
耐
震
基

準
の
建
物
が
新
耐
震
基
準
を
満
た
す

た
め
の
工
事
で
あ
る
の
で
、
新
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
物
に
、
新
た

に
耐
震
診
断
を
行
う
考
え
は
な
い
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
夜
間 

照
明
施
設
の
設
置
を
検
討
し
た
か
。

　

渦
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
整
備
の

検
討
は
。

教
育
長　

臼
平
成　

年
度
に
簡
易
な

２２

も
の
を
６
基
設
置
し
た
。
本
格
的
な

設
備
は
近
隣
住
民
へ
の
影
響
等
を
考

慮
し
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
設
置
予
定
は
な
い
。

　

渦
防
球
ネ
ッ
ト
の
修
繕
は
適
宜
行

っ
て
い
る
が
、
大
規
模
な
改
修
は
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
見
き
わ
め
て
検
討
し
て
い
く
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

都
内
公 

立
学
校
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
体
力

テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
市
内
の
児
童
・

生
徒
の
体
力
、
運
動
能
力
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
向
上
に
向
け
て
の
対
策
は
。

教
育
長　

こ
こ
３
年
間
の
都
と
市
の

結
果
を
比
べ
る
と　

年
度
か
ら
徐
々

２４

に
都
の
平
均
値
を
上
回
る
種
目
が
増

加
し
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
体
力
、

運
動
能
力
が
向
上
し
た
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
は
、
こ
だ
い
ら
一
斉
体
力

テ
ス
ト
週
間
の
実
施
等
の
取
り
組
み

二
中
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
設
備
等
を

も
っ
と
充
実
で
き
な
い
か

子
ど
も
の
体
力
、運
動
能
力
の
現
状
と

向
上
に
向
け
て
の
対
策
は
い
か
に

で
課
題
を
見
つ
け
、
体
力
向
上
へ
の

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
小
・
中
学

校
９
年
間
を
通
じ
て
個
に
応
じ
た
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
現 

在
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
人
数
は
。

　

渦
規
則
的
な
睡
眠
リ
ズ
ム
を
維
持

で
き
な
い
子
ど
も
が
ふ
え
、
不
登
校

な
ど
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
が
、
市

で
は
眠
育
（
睡
眠
教
育
）
を
取
り
入

れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
本
年
度
１
学
期
末
の
段

階
で
、
国
の
不
登
校
の
定
義
に
該
当

す
る
児
童
・
生
徒
は
小
学
校
で　

人
、

１４

中
学
校
で　
人
の
合
計　
人
で
あ
る
。

６７

８１

　

渦
現
在
、
睡
眠
に
特
化
し
た
取
り

組
み
は
な
い
が
、
小
学
校
保
健
の
単

元
や
中
学
校
保
健
体
育
の
単
元
で
睡

眠
を
含
め
た
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
確
立
の
重
要
性
を
指
導
し
て
い
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
日
本 

語
指
導
を
受
け
る
た
め
の
基
準
は
。

　

渦
日
本
語
指
導
講
師
派
遣
に
つ
い

て
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
長　

臼
校
長
と
教
育
委
員
会
が

日
本
語
指
導
を
必
要
と
認
め
た
児
童

等
に
対
し
て
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と

を
要
綱
で
定
め
て
い
る
。

　

渦
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
言
語
を
母
語

と
す
る
児
童
・
生
徒
が
ふ
え
て
い
る

現
状
が
あ
り
、
そ
の
母
語
を
理
解
で

き
る
指
導
者
の
派
遣
が
難
し
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
休
校 

と
す
る
判
断
基
準
は
あ
る
か
。

睡
眠
教
育
で
不
登
校
児
童
・

生
徒
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う

外
国
人
児
童
・
生
徒
と
そ
の
家
庭
へ

の
支
援
体
制
に
つ
い
て

台
風
な
ど
緊
急
時
の
教
育
委
員
会
と

児
童
課
の
対
応
に
つ
い
て

　

渦
学
童
ク
ラ
ブ
を
休
み
に
す
る
判

断
基
準
は
。

　

嘘
休
校
と
な
っ
て
も
学
童
ク
ラ
ブ

が
休
み
と
な
ら
な
い
工
夫
は
。

教
育
長　

臼
休
校
等
の
臨
時
的
な
措

置
は
学
校
長
が
判
断
す
る
が
、
登
下

校
時
に
台
風
の
接
近
す
る
可
能
性
が

高
い
場
合
等
は
、
教
育
委
員
会
が
全

校
統
一
的
な
措
置
方
針
を
示
す
。　　

市
長　

渦
小
学
校
が
休
校
ま
た
は
午

前
中
の
早
帰
り
の
措
置
が
と
ら
れ
た

場
合
は
閉
所
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

嘘
緊
急
時
に
は
人
材
確
保
が
で
き

な
い
な
ど
、
現
行
の
職
員
体
制
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（ 
み 
な
）　

臼
学

※

校
の
教
育
活
動
全
般
に
支
援
活
動
を

展
開
す
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

の
現
状
は
。

　

渦
市
内
全
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
。

教
育
長　

臼
市
立
小
・
中
学
校
全
校

で
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

学
習
支
援
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

渦
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
学
校
と
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
連
絡
調
整
や
学
校
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
人
材
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
朝
鮮 

大
学
校
南
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
宅

地
開
発
に
よ
る
入
居
世
帯
の
小
学
校

通
学
区
域
と
そ
の
選
定
基
準
は
。

　

渦
玉
川
上
水
緑
道
を
通
学
す
る
児

童
へ
の
学
校
の
指
導
と
防
犯
対
策
は
。

教
育
長　

臼
現
時
点
で
は
小
平
第
一

小
学
校
で
あ
る
。
通
学
区
域
は
各
市

地
域
総
ぐ
る
み
で
学
校
支
援
を

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

住
宅
開
発
に
伴
う
通
学
区
域
の
選
定

基
準
と
通
学
路
の
安
全
対
策
は

町
村
の
教
育
委
員
会
が
道
路
等
の
地

理
的
状
況
等
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
。

　

渦
登
下
校
の
際
は
、
で
き
る
だ
け

１
人
で
歩
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

よ
る
巡
回
警
備
等
に
よ
り
子
ど
も
の

安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
市
民 

広
場
の
使
い
方
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　

渦
市
民
広
場
の
今
後
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
騒
音
や
サ
ッ
カ
ー
、
野

球
の
ボ
ー
ル
に
よ
っ
て
広
場
内
の
倉

庫
が
傷
ん
だ
り
、
隣
接
し
た
住
宅
の

壁
に
ボ
ー
ル
が
当
た
る
な
ど
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

渦
近
隣
住
民
の
意
見
等
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
市
民
の
多
目
的
、
か
つ
自

主
的
な
利
用
を
図
る
と
い
う
目
的
に

沿
っ
た
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

花
小
金
井
四
丁
目
市
民
広
場
の

あ

り

方

に

つ

い

て

▶
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

玉
川
上
水
緑
道


